
○１号機においては、非常用復水器（ＩＣ）が自動起動し、原子炉圧力は運転員が停止操作を行うまで

に手順書に規定されている圧力（約６．３ＭＰａ）よりも低下。 

○同じＩＣが設置されている敦賀１号機の状況とは圧力調整の幅に違いはあるものの、運転員の証言

によると余震による影響のため手動により停止操作ができなかったとされている。さらに、ＪＮＥＳの

解析評価の結果も踏まえると、大規模な配管破断は生じておらず、圧力調整は、ＩＣ戻り配管に設置

されている弁の継続的な開閉で実施したものと考えられる。 

○福島第一１号機においては、非常用

復水器（ＩＣ）が自動起動し、地震の

揺れが収まり運転員が停止操作を

行うまでの間に原子炉圧力は約４．

７ＭＰａまで低下。その後は６～７Ｍ

Ｐａの間で圧力調整されていたもの

と考えられる。 

○敦賀１号機では、自動起動に至る前

にＩＣ１系統を手動で起動し、手順書

（約６．４～６．９ＭＰａに維持）に従っ

て原子炉圧力を調整している。 
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出典：福島第一原子力発電所東北地方太平洋沖地震に伴う原子炉施設への影響について（平成２３年９月９日、９月２８日一部訂正、東京電力(株)）を加工、 
    敦賀発電所１号機の非常用復水器の作動実績に係る運転記録等に関する提出について（平成２３年１１月１８日、日本原子力発電(株)）を加工 

3/11 14:46 
(本震:約3分
間揺れが継
続) 

3/11 14:51 
(約3分間程

度の余震に
よる揺れが
継続) 

3/11 14:51 
～15:10の
間(約１分半

程度の余震
が５回発生) 

3/11 15:10 
～（約１分
半程度の余
震が数回発
生） 

［図ⅰ－２７］ 
福島第一原子力発電所１号機における非常用復水器（ＩＣ）作動時の原子炉圧力の変化 
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